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E.ラ ミ レズ=ク リス テ ン セ ン(ミ シ ガ ン大 学)

ミシガ ン大学 は コロンビア大学 のよ うに有名な研究者 はいない ものの、

本学 にお ける日本語教育 と研究 はかな り長 い伝統 を もってい ます。 その

中で 日本研究 センター は、 ミシガ ンにおける日本研究者の活動 をコーデ

ィネイ トす る役割 を果た してい ます。

セ ンター は1947年 に日本 に関す る研究 と教 育を専 門 に行 うことを 目

的 として発足 しました。教授 陣は人文科学 や社会科 学、 その他の専 門分

野か ら、広 く集 め られ、過去 および現在 の 日本 の研究 を して います。 そ

の 目指す所 は、 日本 に関す る知識の根 本的な もので あって、 その知識 を

学生 や研究者 のみ な らず、経済界や産業界 、政府や一般大衆 に も広 げ る

こ とです。

本学で は1936年 か ら日本 語の授業 が続 いてお り、現在 で は 日本関係

の授業数 は約70科 目を数 え、 それ らに登録 す る学生数 は700名 を越 え

てい ます。セ ンターの設立以来、 日本研究専攻生 と日本 をテーマに研究

した他学部生 を合 わせて500名 に修士 号が与 えられ、博士号 も日本関係

分野で100名 に授 与 され ました。

1983年 には新 た に経営学部 との間で、修士課程 とM.B.A.の た めの

共同プ ログ ラムが開始 されま した。 これは ミシガ ン大学 の 日本関係 の ジ

ョイン ト・プ ログ ラムの中で、一番人気 をよんで いる もので あ ります。

研究 につ いて は、センター は援助 が主要 な役割で、 多 くの研究者が個 人

レベルで セ ンターの資金的援助 を受 けつつ、研究を進 めています。
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最近 では、 センター は 日米 自動車会議 を開催 し、広 く日米 の社会科学

系 ・工学系 の学者の参加 をみ ま した。 この催 しは トヨタ ・日産 ・ジェネ

ラルモーター ズ・フォー ド・UAWと い う自動車労働組合連合 ・米国の部

品供給会社 な どの援 助で可能 になった もので す。

また、 日本 に関す る知識 を普及す るため に、 ミシガ ン大学 は出版 も行

って います。1951年 以来同 セ ンター の 日本語教材文献 目録、 日本語 学

習用参考論文集 な どは、米国の 日本研究 の進展 に計 り知 れない貢献 を し

て きました。最近他大学 の専門的な出版部 には、 日本 に関す る学術 的 ・

専 門的一辺倒 な本 を出版 しない傾 向が現 れていますが、 このよ うな状 態

の中で ミシガ ン大学 の出版部 は相変 わ らず専門的 な書物 を出そ うとい う

意欲 を見 せてい ます。

研究資料 につ いては、1948年 に設立 された ミシガ ン大学 の図書館 が

あ り、 この中の 日本語文献 コレク ションは、19万2000点 を数 え、他 に

も多数の定期刊行物や資料 を所蔵 しています。

この コレクシ ョンは米 国 において、ハーバ ー ド大学 の図書館 に次 ぐ地

位 にあ ると思 われ ます。最近 とくに経済 界か ら日本の技術、 日本 の産業

について も資料 の要求 があ るので、 これか らは その方面の資料 の収集 を

す る予定です。資金 は もちろん問題ですが、 ミシガ ン大学 はアジア研究

の長い伝統 に、強 い自負心 を持 っているので、毎年 アジア図書館 に与 え

る予算が増 えて いるのが現状です。

一般向 けサー ビスはセンターの活動の一部分で
、大学美術館 が催 す展

覧会 には毎回多数の地域住民が足 を運び、 常時、北米 の多数の美術館 を

巡回 して展覧会 を行 ってい ます。 また、毎年夏 にはアジア研究 センター

が米国中西部 の教 育関係者 を対象 に、アジア関係教員夏期 セ ミナー を主

催 しています。 これは一般教養 の教 員た ちを呼 んで、 日本 についての教
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育 を与 える とい う、毎年夏 に行 われてい る特別 のゼ ミで あ ります。

さ らに日本研究 センターは、毎週開 かれ る座 談会、評判の高 い 日本映

画 シ リーズな どの他 に も、大学関係者 や市民 を対象 に した、市民講座 も

主催 して います。近年 センターはサ ー ビスを産業 界 に も拡大 し、指導者

教育 セ ミナー、毎年 の米 日自動車産業会議 、輸 出産業調査、国際 自動車

産業 フォー ラム とい う、米 国中西部 の教育関係 者対象 の、市民 セ ミナー

な ども開催 して います。

ミシガ ン大学 にお ける日本研究 の現状 につ いては、本学 の 日本研究 は

基本的 には人文科学 や社会科学 の諸分野 にわたる教授 陣の個 人研究 を柱

に行 われ ています。教育 と並んで、研究 は教員の重要 な役割で あ り、大

学で は学内外 の援助金 ・連邦政府基金 などの申請業務 を専門 にす るスタ

ッフを配置 して います。 また 日本研 究センターで も個人研究 の準備金や

研究諸段階の援助金 の支給、 そ して国内外 の 日本研究者 との共 同研究の

運営 な どもお こなってい ます。

ミシガ ン大学で は早 くか ら日本文学研究 が盛んで したが、 それは二週

間ばか り前 に亡 くな られた和歌 と歌論 の研究で有名 なロバ ー ト ・ブラワ

ー(RobertBrower)先 生 による ところが大で あ ります。 プ リンス トン

大学 のアー>v・ マイナー(EarlMiner)教 授 との共著で、1961年 に出版

された、和歌の批評的文学史 につ いての先生 の本 は、西洋 諸国 にお ける

日本古典研究 を飛躍的 に高めた先駆 的業績で あ り、今 日で も西洋語で書

かれた和歌研究書の 中で、 これを凌 ぐもの はない と思 われ ます。

ミシガ ン大学在職 中にブ ラワー先生 の もとで、 日本古典文学 の指導 を

受 け、巣立 っていった研究者 が現在米 国内外の多数 の大学で、 その伝統

を受 け継 いで教壇 に立って います。

現在本学 には日本文学の専 門家が三人 お ります。 日本研究セ ンター所
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長 を兼任 す るロバー一ト・ダ ン リー(RobertDanly)教 授 は江戸お よび明

治期 が専 門で、1982年 に樋 ロー葉 に関す る著作で アメ リカン ・ブ ック賞

の翻訳部 門賞 を獲 得 しています。現在 先生は井原西鶴研究 を執筆 中で あ

り、 その第一、二巻 は 『好色一代女』 と 『世 間胸算用』の翻訳、 第三巻

は 『西鶴 と日本大衆 文芸 にお けるリア リズムの誕生』 と題 され ます。 こ

れ は西鶴 に関す る英 語の最初 の批評的作 品で あ るだ けで な く、元禄期 が

文化 的 にリア リズ ム誕 生の温床 となった として、 ち ょうど英文学 にお け

るイヤン ・ワッ ト著 の 『小説 の誕生』 に匹敵 す る研究 を意図す る もので

す。

もう一人の文学専 門の教授 は、 ケン・イ トウ(KenIto)と い う助教授

で、現代文学 を専門 とし、谷崎潤一郎論 を書 いてお ります。谷崎 の空想

力の地理 といいますか、 その中で西洋 と中国が果 た した役割 に重点 をお

いて研究 を進めて います。

そ して私 ですが、私 は平安 ・中世時代 の分野で研究 を してお ります。

特 に室町期 の連歌 師、心敬 に関す る研究で、連歌論 を仏教哲学 と西洋の

構造主義、お よび解体批評 の視座か ら分析す るとい う作業 も続 けてい ま

す。

この他 に 日本 語 の言 語学 が専 門で あ る、ポ リー ・ザ トラ ウス キー

(PollySzatrowski)と い う助教授 がお り、 ミシガ ン大 学 の 日本 語教

育の陣頭指揮 を取 ってい ます。デ ィス コース分析 と社会 言語学 に またが

る分野で、現在 日本語 のサ ジェスチ ョンや リクエ ス トなどの、表現 に ま

つ わ る意思伝達上 の研究 をお こなってい ます。

ミシガ ン大学 の仏教研究 は、昨年教授 ポス トを二人分増 や した こ とで

教授陣が三 人 とな り、今後の大 きな発展が予想 されます。 アジア言語文

化学部長 を兼任す るル イス・ゴメ ス(LuisGomez)教 授 は敦煌及 びチベ.
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ッ トの初期禅宗史 に関す る著作があ り、更 にアメ リカの禅 セ ンターが ど

の ように禅 寺の戒律 を取 り入 れているか について研 究中で す。 同教授 の

かつての学生であ ったグ リフィス ・フォー ク(GriffithFoulk)は 京大

人文科学研究所 と駒沢大学 に遊学の後現職 につ きま した。 目下 その制度

的儀礼的構 造 の歴史的発展 とい う点か ら日本 の禅 を とらえ、同時 に江戸

時代以降 の文献 に見 られ る各宗派 の清 規 としての歴 史的影響 を考慮 した

大規模 な 日本禅史 を執筆 中です。

日本史 の教授陣 は二人 を擁 してい ます。 ロジャー ・ノ・ケ ッ ト(Roger

Hackett)教 授 は、 目下、 日本 の近代化 にお いて軍 部の果 た した役割 を

中心 に研究 を進 めてお り、 また殿村 ひ とみ教授 は、現在取 り組 んで いる

室町期 の村落 と商取引 に関す る研究 にお いて、 中部 日本 にお ける 「惣 」

に見 られ る共 同体形成過程 ・経済支配形態 ・所有関係等のパ ター ンを追

求中です。殿村教授 の用 いて いる資料 は、対象地域の村民 自 らによって

書かれ、神社等 に保管 されて きた書類で あるため、同教授 は人類 学で用

い られ る中心場 と地域 システムの理論 を援 用 してい ます。

人類学 で は東アジアを専門 とす る教授 を二人擁 してい ます。 カール ・

バ ッタ ラー(KarlHutterer)教 授 は先史時代 が専門、 ウォルター・エ ド

ワー ズ(WalterEdwards)教 授 は象徴人類学が専 門で す。エ ドワーズ

教授の最 近の研究 は、 日本の家制度 が 日本人の家族生活及 び社会生活 の

底 にあ る価値観 や、個人の概 念、社会 の中における個人 の位置、家族形

態 の理想像等 を反映 した ものであ るこ とを裏づ けよ うとす るものです。

ロバー ト・コール(RobertCole)教 授 は、社会学 と経済学 の両分野

にまたが る活動で著名です。現在 の研 究テーマは 日米 の産業界 におけ る

「品質」 とい う語の概 念の違 いにつ いてで す。 この研 究 を通 して、 同教

授 は 日本語 の品質 とい う概念が まず一連 の企業慣行へ と還元 され、 つい
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で それが逆 に高品質 の製 品を作 ろ うとす る個 人の態度 になって現れて く

る実態 を解 き明か そ うとしています。即 ち、職人気質 の伝統 ゆ えで はな

く、寧 ろ人間の行動 を よ り積極 的な方向へ と仕向 ける企業 組織 の慣行 が

日本 の成功の鍵で あった とす るもので す。

経営学部の ウラジー ミル ・プーチ ック(VlasimirPucik)教 授 は、 日

本企業 の国際化 をテーマ とす る三ヵ年計画の国際的研究プ ロジェ ク トに

参加 しています。 これは ミシガ ン大学 の研究者の他 に、東京大学及 び ロ

ン ドン大学経済学部 の研究者か らな るものです。プー チ ック教授 は特 に、

日本企業 の全世界的規模での優位性 に着 目 し、 その原 因を会社 の組織上

及 び運営上 の慣行 に探 ろ うとしてい ます。更 に、同教授 は 日本式経営法

を矛盾 な く定義 す ることがで きれば、 それが 日本文化独特 の現象 なのか、

あ るいは、或 る特定 の社会 的 ・経済的理由故 に案 出された一連 の実利的

且つ合理的手段 なの かが特 定で きる と見 ています。

以上概観 して きた ところか ら分 か る通 り、 ミシガ ン大学の 日本研究 は

その トピックにおいて、研究の対象 において、 また方法 論 において多様

極 まる観 を呈 してい ます。 しか しなが ら反面 、或 る意味 にお いて、 それ

らは共通の関心 によ り統一が保 たれている というこ とがで きます。経営

学 ・社会学 の分野、 そしてい くば くかは人類学 の分野 にお いて も、 明 ら

かに、海外での 日本の強力 な経済的躍進 を挑戦 として受 け取 る姿勢 が存

在 し、 このよ うな成功 の根源 的理 由を学者 に与 えられた学問的枠組 みの

中で解 き明かさん とす る熱意 が大方の研究者 を動 か しているのです。同

様 なこ とは歴史 ・仏教 ・文学 ・言語学 に も言 えるので あって、研究者 は

それ ぞれ、書か れた形 であれ話 された形 であれ、 テキ ス トと呼 ばれ る物

を対象 として扱 いつつ、 それ に何 らかの理論 的枠組みか ら読 みを与 える

作業 を行 っているので す。要す るに、分 野 こそ違 え、各人 とも或 る一つ
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の体系 を他 の体系へ と読んで 「翻訳」す る とい う作業 を してい ることに

他 な りません。

か くの如 くミシガ ン大学 にお ける日本研究 は極 めて活況 を呈 していま

す。 日本研 究セ ンター主催 の講演 やセ ミナー を通 して、 日本 に関心 を寄

せ る者 は頻繁 にお互 い同士の 日本 の 「読 み」 に耳 を傾 け、意見交換 をす

る機 会 に恵 まれて います。 その よ うな研究者間の意見交換 の結果 として、

また研究者個 人個人 とテキス ト或 は体系 との関 わ りの結果 として、知識

の拡大が着 実 に進 んで い ます。 その知識 を一体 どう使 うのか、 それが究

極的 にいかに力や権 力 といった問題 に結 び付 いてい くのか とい う問いを

発 す る者 もあるか も知 れ ません。 けれ ど も、 それに答 えるには、各個 人

レベルで の深 い思索を待つ他 はないで しょう。
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